
はじめに

1993020063.TIF

川.....,,, ，，..，，＂，，.，山 i川川

中国の「三線建設」（ I ) 
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はじめに

1964年から70年代にかけて，中｜五！の内陸部にお

いて一－；車のきわめて大規模な工業とインフラスト

ラクチャーの建設が行なわれた。これは，匂時ア

メリカとの関係が緊張の度を深める一方で，ソ連

との同盟関係も破綻い 国際的に孤立状態にあっ

た中間が， 予想されるアメリカないしソ連との大

規模な戦争に備えるために実施したもので，「三

線建設」と呼ばれていた。それは，中国大陸の内

陸部に原燃料・素材産業から産業用機械，そして

、当時中｜五，］O）ぷ先端の剤事！卒業に至るまでω一大T

業墓地を築き上げることにより，沿海，東北部が

核兵器を含む攻撃で嬢滅しでも中国が持久戦を戦

うことをuifitにするような後方基地を形成するこ

とを日的としていた。

こうしたプロジェクトを実施していることは

印刷年代に入るまで中国国外に明らかにされず，

「三線雄投」という t；葉もXIIられていなかった C

19同年代になってー名産業，各地方の発展史ω公

開が進むにつれて，その内容が徐々に明らかにな

って主たところであるのここ数年は。 iE尚波編『新

『アシリア1壬i什』 XXXIV2 (1993.2) 

元，n姑藤

中国工業経済史」（注1) ＇彰敏編「当代中国的基本

建設」（山），祝慈寿『中国現代工業史』（注3）などの

ように三線建設全体を回顧する論著も徐々に増え

てきた。ただ，これらは政治状況との関わりにつ

いての分析や三線建設の評価の点において一面的

であるように思われる。

一方，日本ではすでに丸山伸郎（沈4J, if:里和

子（it5），佐々 木信彰（注6），小杉修二（注7），宇野重

ll（｛・小林弘二・矢吹背（ii:HIらの諸氏が論著のなか

で二三線建設に，Uえしている。ただ， これらは公表

資料がまだ限られている時点で執筆されたもので

あるため，一三線建設の概要を述べるに留まってお

り，そのu.体的経過や内容に詳しく立ち入って諭
じていないの

筆者が入子しえたなかで三線建設に関する最も

重要な論文はノートン (BarryNaughton）（；正引によ

るもので， lwJ論文の視点は本稿も大いに参考にし

たのただ， J,i］論文の執筆後にけ1μiJで数多くの資料

が公刊され，二三線建設についてさらに多くの事実

が明らかになっている。そこで，本稿ではこうし

た新しい資料をも取り込んで一三線建設の展開過程

と内存を摘主rn:すとともに， これまでの研究では
十分にメスが人れられてこなかった以下のテーマ

について検l吋を進めていきたし＇＜，第 Iに， 主線建

I；告がどのような発想と戦略に基づくものであった

かについて，発:tuの源流から辿り，三線建設期間

中の変化をも分析する。第2に，ヨ線建設のあり

ょうを規定した要凶について，その構想、からだけ
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Ⅰ　三線建設の前史
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でなく，そω実施体制が及ほした影響についても ただけでなく，敵の攻撃にさらされやすい沿海地

分析する《第3に， L線建設がfj-なわれた政治的 域にI：業が集中していることによる国家の脆弱性

背景について分析する。第4に，三線建設が1filii] を克服するというij的をもftわせ持っており，

の経済発展に与えた影響について分析し， i線建 線建r没と発想をともにしている。 1 5計画が策

設への評価を6試みる。 定された1951年から54年までの時期は朝鮮戦争の

(ii: I ) ; I耐皮細『新'11t1司1：＇.業経流山」 t）；（経済'ti'’ 時期と毛なっており， 1ti[王1本土が攻撃される危険
Jll!/Hfil,UI: 1986'rJ , 

(ii: 2 l M色政制問、＇，代＂•tlsJ（ドJJ,t本ill，没』，. 卜」t);( 

'l'iF.lfli;H下／fj版十i 19891f, 

(i主；l) 例経、寿「'i'ilil現代 l業'1!.c,n慶 ,f(慶/11版H
1990W。

( ;i, -t I !LI IIfq，良［； ',j I [Ii］の i業化と！卒業校体I進歩』ア

ジア経済研究所 l988'rf. ／明代民＇I=.• Ju I 1仲店｜：『＂＂刈粁

j舟（））デ Jレンマ fr~I主1 1983年つ

れJ:5 J 毛里和子「文化大革命期経済の諸特徴一一経

済的所＇H化を小心に 」（加々夫光fl制守山＼；,jr［正Iu；ゆ

くえ 文化大市命U!'(i然II 1 アシア経ii干jiif究Jifi

198(i{j'.), 

( fr 6 l 佐々木信彰『多民族国家中国の纂礎構造

もう.--JU) I宇j北llil題 」 lfl:W！ι！JHI 1988il , 
(ii:7) 小杉修 了1970tf／＼におけると｝代以モデルω

民IJf!Jl「経済了：，；ii/l集』｛駒沢大γ：経済’y’会J::Tl [6 n,第：1

IJ !98-t,Yl2/ I）、

(ii 8 J j’＇.'J!f ,f;H{i •小林弘：・矢吹，＇I りは／＼ 'I'b五IU）断

史 i円49198:i, fl斐熊1 1986iL 

(ii: 9 ) Naughton, Harry，“The Third Front: De 

fence Industrialization in the Chinese Interior，” China 

幼，arter以第115号， 19881.f9 /J, 351～386ページ。

I 三線建設の前史

L 発想の起源

三線建.＆に類するアイディアは第li欠5カ年H

[lllj (1953～57it二。以卜， 1 5 ,il11hjと附す） U）凶か

ら何度か提起されていた。まず， 1 5計画にお

いては，沿海地域と＊北地hに陥った産業立地を

いら半く改持することがひとつのu際になってい
たが‘この方針は，内陸の資源を沿海地方に運ん

で加工するのはイザt.fl担だという発却に基づいてい
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性を指導部が強く感じていたことがこうした方針

ω背景にあった。 1 5 JI・画では内陸地域に基本

建設投資の47.8；；＂λが注がれるなどIii.I ），投資の内

陸傾斜は許しかったが，，］ii時開発されたのは後に

いうところω「二市泉」 I也域（後述）が中心であった。

結同， 1956年になって，こうした過度ω傾斜政策

の弊芹がも沢東の「卜大関係を論ずる」において

指摘されるところとなり，投資政策は転換された。

また令官からω攻撃に備えて，工業施設を山地

に分散し，隠ぺいして建設するという発想は三線

建設の特徴のひとつであるが，こうしたアイディ

アが初めて，j：されたのは1960年のことである。同

年 lH，中央軍事委員会（以下， 1j1央軍委と略す）

は凶防工業委員会 <le任 t'i~。中央軍事委民会の

もとに1959年に設ιされた）に対して「国防工業基
地U)it：地選択は，山あいに人り，併にトり，分散

し，｜話べいし，さらに一部分は山の制聞に人れる

という }jj汁にfltわねばならなL勺と（ぷj主した（iU10 

1時，中央軍委は1959年 6Hに彰徳懐に代わって

困防部長に就任した林彪が取り仕切っており，こ

うした方針は林彪の考えを反映したものと思われ

る。ただ，勺｜時こU)/j針が実行に移された形跡は

ない。それはひとつには， 1960斗二以降大躍進によ

る経消危機を収拾することがt吹：なI課題となり，

新たな'if{・H工業建設に着←子ずる余怖がら：かったこ

と， ：：＋~2に，確かに60年に1ftソU）／たりljは決定的に

なったものの，当時アメリカないしソ連との間に

l直ちに戦争が起こる11J能性は尚いとはいえず，ニ
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うした意見が広範な同意を得るには至らなかった

ことによると考えられる。

ノートンによれば，「三線」というパ葉を初め

て使ったのも林彪で，それは1962年 1Jj の中共拡

大中央工作会議（し追わゆる七千人大会）での演説に

おいてであったという (ii':l）。この演説で林彪は，

t，湾の凶民党が反攻をしかけてくる危険性を強調
し，もし凶民党がアメリカ海軍の支援をうける場

合には沿出では攻撃を食い止められないかも知れ

ないと指摘したυ そして，もし上海が攻撃された

場合には蘇州あたりの「第2線」に退去llして阻止

し，さらに必要とあれば，安徽省黄Iiiの i第3線」

まで退去IIして長期戦を行なうことになろうとし，

そのための準備（兵船仁場佳設仕ど）をj止めなけれ

ばならないと主張したというのこの発パにおける

「さ線」概念は， ωちのそれと構造的には｜口lじだ

が，』l体的に指している場1析は異なっており，む

しろ1964年以降ω 「小宅線建設」に対応している t

それは脅威ω対象が凶民党であり，想定されてい

る戦争も肢攻宅建を台まぬも 0）であることと対応し

ていると思われる。

2. 三線地域における核兵器生産基地の建設

1964｝下以降の三線連,1支は械大凶とω全面戦争を

J想定したもωであり， ｜；『k＼林彪発行からわずか2
年のIIりに中JEJ指導部の脅威認識は急速に深刻なも

ωになったといえるが，危機感がそこまで高まる

以前0)6:1"1'－に，中川は二線地域における陪兵器＇t

P主基地の建設準備金始めていた。当時ー 1tiJ卦は地

問0）肢実験0）準備ーを:J.（、いでいるところで、あった

が、これに対してアメリカはq1[1、10）結ftイiをJll11l二

ずるために｜仮定的役椛攻・取を行心：う I可能性をぷ唆

した（け I¥, ljtJ，五｜はそ0)1'.:t(t刻JH発を／Jll;tlf寸也るために

北京などにあった研究開発や生陀・実験部門を宵

titVi守治i佐山に移転し集中していたが， これはfX:tfli 
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でアメリカの攻撃に対する脆弱性を増すこととな

ったのそこで，第20）研’先・開発・生産拠点，す

なわち三線における核兵器生産基地の建設が行な

われることとなり， 1963年11月に核を担当する第

一ニ機械工業部がそれに関する10カ年計画を策定し

た。その後，同務院と中央軍委の検討を経て実地

調査も行なわれた結果，三線慕地は l山あいに設

置し，分散し，隠，＇（いする」という方針で四川省、

阿南部を中心とする各地に建設されることとなっ

た。実際0）建設作業が始まったのは1965年のこと

で，結局は他のT.業分野とともに〈線建設ω一環
として定施されたωである (i主五 Io

(i I I l iE t卸波制 前J封書 18,1・ tージ／薄一波『n
｜『自；大決策りすげHl1,Jl11］願」北山 中共中央党校出版社

199J IJ.今 17:i～177ヘーシし

(ij 2 ) 段刊を制下吋I℃中i刊がj航空’ l；業』 .JtJft r(t[TI] 

十I;,t、ドnm版社 1988!]'. 676ベーミJ《
(i/:3) Naughton，前掲論文， 352ベーシ； lfii/1附Iは．

Ml草'ft凶人民大学教綬が198711二にミシガン大学でfIなっ

た，；再出 J

( ii: l l [,,] I千両命文 369ベージ η

(;L 5 J 字覚制『、＇，代中［ -!ili'l'J骸工業1北i;( 中jJiftl会

科学/Ult版社 1987.＼ド 68～74, 257～263, 41:3～11]5, ,125 

～42fiヘーン J

II 主総建設の第1段階 (19611～側年）

1. 三線建設の開始

一三線佳品は第3次5カ'if.，；十［flrj(1966～70fJ＼，以ド令

:l 5＇汁11』1jとH可?r寸jυ）十14：巴！カ、d、I議されるなカ込でE

沢東によりHi:!起されたもωである，，それに先立f) 

19641芋，1J J；までに［Ji］家.；十耐i委tl会（！＇），卜． /.EJ司て，i

1jと目?rず）（土3 5日i企II凶υ）素本を準備し，同'if5 

～6} J 0)1f1共中央l：作会議に挺出したが，ぞれは

i'K,O）ようなもωであったりまず第 10）課題は，農

業12'fVt是3せ＇ l日l'l;:U）衣食および日片Jill，の諦授を
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満たすこと，第2に国防建設を適度に強化し，先

端技術の突破 m体的には核兵協とミサイルω開発
を指すと忠われる）に力を入れる，第30）課題と

して農業， llil防の’A；要に併せて重E業を強化する。

この案は鉄鏑生席を最優先した大躍進政策と比べ

ると産業の優先順位が逆となっており， l乏牛向 I・.

を優先するな場から長C震の発展に枠をはめてい

るところに特色がある。 1960年以降の調整政策を

さらに延長しようという構想だといえよう。

これに対して毛沢東は1964年5けから 8/Jにか

けて中共中央や国務院の指導者との談ri目のなかで

何度もこの素案に反対する意見を述べた。すなわ

ち，毛は農業と国防は「こぶし」であり噌この2

つのこぶしを強力なもωとするためには「／）しで

ある基礎序業がしっかりしていなければならない

として，長I：業により力を人れることを主張したり

また，戦争の危険に備えて阿南地域に鉄道，製鉄

から石油・イi炭，機械一仁業，軍事l；業などをそな

えた三線工業基地ω建設を行なl＞，ーや泉，二線で

も」定の軍事L業を建設すべきだとした（iiI l。特

にじ沢東は阿川街南部0）等身校花に大製鉄所を建I没

することに同執していた Iii，三＼.

E沢東が：t 5 ，／十11!1jO）素案を打itlfしたf塑由のひ

とつは，アメリカ， ソ連との！紫＇rtえが高まっていた

ことにあるだろうが， [:Jr..;O）発,jからわかるよう

に理由はそれだけではなかった。もともと， 1962

年の時点て、経済調整を65年まで延長したこともE

沢東心希望に反しており．、＇11時から毛は新たな躍

進ωために投資を拡大していくべきだと考えてい

たらしい（ii::,Iが．そうしたir)Mからすれば66年以

降も経済調整を続けていくかωような 3-5 ,i十両i

素案は， ff,iに戦争の脅威がなかったとしても容認

できないもωであったに違いなl'o「戦争の脅威」

は素案を行定する補助的な理由のひとつであった
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ように思える。 lri］じ頃，毛沢東は［JiJ家計委自体に

対して，H-画策定刀法が教条主義的だと批判してお

り，もし改めないならばL!iJ家計委を解散させると

まで述べていた｛けい。こうした計画内容，日十両)j

j去の両面にわたる批判lをfrなうことによって， E

は「大躍進」の失敗以来失っていた経済政策に関

する主導権を取り戻そうとしたのではないか。

q1央仁作会議のあと，国家計委はE沢東の立見

に従って：~ --5計画案の修正を始めたのそうした

さなかの1964年8J l 2 H，ベトナムでトンキン湾

事件が発牛ーした。この事件は戦争の危険性が存在

するという毛沢東の主張を裏づけるもωであり，
Eはこうした事態の展開を背景に，三線建設にす

ぐさま着子しなければならないと i：保するのであ

る。長十H'f:o)2週l::J後のrt1央書記処会議（お川17,

20ll lでじ沢東は次のように述べた。 l帝国l:義が

（中国に対する 引用者）侵略戦争を始める可能性

があり，これに備えなければならない。現在，工

場が大都市と沿海地域に集中しているのは戦争に

は不利である。 1つの工場を2つにわけ，一刻も

早く内陸自j）に移さなくてはならなL、。各省はみな

移転を行ない，自らの戦略後Ji基地を建設しなけ

ればならない。工業交通部門のみならず，学校，

科学院，設計院，北京大学などすべてを移転しな

くてはならない。成昆鉄道，川斡鉄道， I真斡鉄道

の3本の鉄道をしっかり敷設し，レールが足りな

ければ他の線路のものをはずして持ってくればよ

いJ（注 5）。結局この会議では，三線建設を目下の最

優先課題と定め，すぐに立地調査と工場の設計に

取りかかるとし， さらに，「一一昨泉」におけるプロ

ジェクトは移転もしくは規模の縮小を行なうこと

が決定された。これ以降，三線建設が大規模に展

開されはじめ， 1965年末まで続くはずであった経

済調整政策はこのときをもって実質上終わった。
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2. 三線建設の計画と実施 調査団が続々と三線地域に赴いた。

；欠に， 1961年8Fi以降の三線建設の計画と実施 ニうして全体のグランドデザインがはっきりし

の過程について述べていこう。

r I J 立地決定プロセス

前項でみたように， 三線建設は最初は3 5計

画の策定を巡って提起されたものでありながら，

結局は5カ年計画策定というステップを踏むこと

なく慌ただしく開始されたのであった。国家計委

はこうした事態に対応すべく直ちに三線建設の計

画策定にとりかかり， 9月21日には学富手平副総理

がそれを発表している。それは「3年前後で重慶

を中心とする通常兵器・重要機械設備生産基地を，

5～6年で酒泉鋼鉄廠とこれを基礎とする通常兵

器・機械生産基地を， 7～8年で禁枝花を中心と

する製鉄・機械・化学・撚料基地を建設する」と

いうものであった (iiιらしかし，のちω立地状況

から見る限り，この計画はグランドデザインとし

ての役目を果たさず，名古Iiはかなりの程度独自の

裁最で工場立地を決めていったようである。とい

うのも，同家計委が本米作っているはずのプロジ

ェクトの認可権もこの頃は他の機関（たとえば，

尚南地方の場f,（土9Hに中共中央のもとに設立された

「丙l有三線連投誇備小事J[1) (i I 7 ）に移されており，国

家計委は；；！－1ぬiO）実施を悶徹する手段会もたなかっ

たのである。

三線建設プロジェクトの立地調査は，前述のよ

うに核基地が最も先行したが，毛沢東が強し＇執着

をみせた壌校花鉄鋼基地，およびそれに付帯する

成昆鉄道も比較的早くから国務院を挙げて取り組

まれ， 1964年6月には程子華出家計委第1副主任

（当時）令同長とする大別調資グループが明地調査

を開始した仰い。 8月以降は，国務院国防工業弁

公室が率いる軍事E業の調査匝が幾つもの小グル

ープに分かれて各地を I調査した他， i11務院各部の

ないまま，プロジェク卜の宣地決定が厳格な事前

調査なしに慌てて行なわれていった。各部の聞の

連係も不卜分であったことから，この後，三線建

設が実施される段になると，立地条件が悪く工事

が大変な困難に見舞われたプロジェクトや何度と

なく立地の変更を余儀なくされたプロジェクトが

続出したのである。

(2) 実施体制

慌ただしい実地調査を経て1965年前半までには

主なプロシェクトの立地計画が悶まり，この頃か

ら実際の建設・移転作業が始まった。同時に，建

設・移転作業を円滑に実施するための中央集権的

な管理体制が形成された。すなわち， 1965年2JI 

にq1共中央と国務院は三線建設の実施のために，

尚南建設委員会（il'.!J）と各プロジェクトの現場指揮

部を置くことを決定し，中央西南建設委員会

現場指揮部の3レベルからなる三線建設の管理体

制ができたとされている。

ここでいう，－中央」とは最終的には中共中央と

国務院のことであろうが， 1965年4月には国家基

本建設委員会が再建されており (ii'JO），同委員会が

「1+1央」の日常的業務を担っていた。中央の任務

は三線建設全体の方針を制定し，全体の配置やプ

ロジェクト実施の決定を行なうとされている。

西南建設委員会は，前述の曲I有三線建設簿備小

組を引き継ぐもので，正式名称を中共中央凶市尚

三線建設委員会といい，成都に置かれていた。中

央の部・委員会，中共西南局。四川，貴州，雲南

の作省の幹部が委員となり，主任は中共西出尚の

第1書記であった李井泉，副主任には前国家計委

副主任で1964年から中共西南局書記処書記をも兼

任していた作子準，閤秀峰（州市川書記処件記入

6ラ
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銭融（不明），そして， 65年9J]に毛沢東の指示で

就任した彰徳懐がいたc 同委員会の任務は中央の

三線建設に関する百十画，方針を実施することであ

り，存プロジェクトの工場立地と施工J十両の認可

権を持っていた。

また，各プロジェク卜の現場指揮部は，撃枝花

ならば冶金工業部というように特定の政府部門の

指導ドに，建設，設計，施工を行なう企業・機関

や地方の党委員会，地方軍｜えさらに物資部門，

九千？建設銀行の代表などが参加して組織されてい

た。その任務は‘プロジェクトの設計，施工，お

よび必要な生産要素の調達である（け111。

この他， 三線建設が行なわれるよ也域の省政府，

宵党委員会には三綿雄投のえ；揺0）ための指導グル

ープが設置されていた。たとえば，貴州省におい

ては，貴州省人民委員会（宵政府）のもとに「省

三線建設指揮部」がおかれ，中JI.；貴州省、委員会に

は「支援三線建設領導小組」が置かれていた（iU2l。

三線建設では，建設資材の供給においても特殊

な制度が採用された。それ以前までは，得ブロシ

ェクトに必要な物資に関する国家計委への割り当

て指標の申請，物資ω発注お：どはすべて主管部門

を通じて行なわれていたが，二線建設の場合は，

物資管理部 (1964年に成立）が尚南，西北，中南地

域に「物資供応総指揮部」を設け，さらにそのも

とに地区物資局を設置し，これらが物資の発注と

供給を行なった。国家計委に物資の割り当てを申

請するのは，JI続き主管部門が行なったが，国家計

委から待主管部門に指標という形で物資の割りカ

てがなされると， iJ'fffll門はその指標を物資管理

市［1を通じてプロジェクトωある地域の地区物資局

に引渡し，地iベ物資局がその指標に基づLhて物資

を生産する企業に発注し，そしてこω企業から送

られてきた物資を建設現場に供給した。地iベ物資

66 

同は行政区画にとらわれず，重要プロジェクトに

近接した場所に設けられ，西南地域では重慶，成

都，白貢， i度口，貴陽，六盤水など10カ所，西北

では7カ所，中南でも 7カ所設けられた（i主l:l)。

上に述べたような三線建設の実施体制の特徴は

一首でいえば，従来の各部の縦割りによる基本建

設の体制を打破して，部門間，地方政府聞を横断

する組織を作り，それによって相互聞の連絡を密

にして律設のテンポを早めようとしたところにあ

るが，実際にはこうした新体制は，現場指揮部を

除いてはあまり機能を発揮しないで終わったよう

だ。まず，前に述べたように，プロジェクトの立

地決定は国務院各部がばらばらに決めてしまった。

また， 1966年に文化大革命が始まると，西南建設

委員会は副主任の彰徳懐が紅衛兵によって北京に

位殺され，李井泉主任も「実権派」だとして批判

されるなどしたため機能を停止し，結｝＇，－；｝設立後数

年で崩壊してしまった。地区物資局も廃止された

り，もとからあった物資局と合併されたりして多

くが機能を停止したmw。実施システムが崩壊し

たにも拘らず，文革中もモ線建設が継続されたの

は， rri同のところ， IB来の待庁11縦書ljりωシステム
が命脈を保っていたからではないかと思われる。

(3) 第3次5カ年計画のゆくえ

三線建設が始まったことにより，国家計委は

3一5計画の方針と内容を一新しなければならな

くなったが，その過程でも更なる粁余曲折があっ

た。

前に述べたように， 3 5 i，十両iのfol初jの素案で、

は， lに農業と軽工業， 2に凶｜坊， 3に重工業と

いう憐先順位になっていて， 5{ftM]O）基本建設投

伐は1000億元前後とされていた（itl:il。ニの案が否

定され，三線建設が始まった後，国家計委は3

5 :l十両の新しい案の策定を開始し，その中間報告
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ともいうべき「長期計画編成プログラム」を毛沢

東の同意を得て1964年12月に発表した。そこでは

三線建設のために基本建設投資を200億元増額す

る必要があるとし， 3 5計画期の基本建設投資

は1200億元前後，農業，文教，都市インフラなど

の投資は圧縮せざるを得ないとした（iU6l。その後，

国家計委で投資額を若干圧縮して，総投資額1080

億元，うち三線建設へは400億～500億元とし，こ

の新たな3 5計画案を1965年6月に当時国家計

委主任であった余秋思が毛沢東に報告した。する

と，毛沢東は投資額が過大で、プロジェクト数も多

すぎると批判し，総投資額は800億～900億元に抑

え，三線建設への投資も300億元強にするべきだ

として，この案をtli絶した。毛は，三線建設は多

少時間がかかってもよい，また，工場立地を分散

してはしミけないと述べ，国家計委は再び計画を修

正せざるをえなかった（沈17）。

国家計委は1965年7月下旬には修正案の構想、を

まとめたが，その案においては， 3 5計画は実

質的には国防建設を中心とする戦争準備計画と性

格づけられ，三線地域をいち早く一定の規模をも

この案は同年9月の中共中央工作会議で討議され，

そのまま承認されたようである（iiJH）。

こうして3 5計画は，当初の調整期の産業政

策の延長という性格のものから，国防と重工業を

重視したものへと一変した。上記の経緯をみても

わかるように，三線建設の提起以来，計画策定の

イニシアティヴはすっかり毛沢東に握られること

となった。興味深いのは毛発言のトーンが1964年

8月と65年6月でかなり変わっていることである。

1964年8月の発言では三線建設を一刻も早く実施

することを訴えていたが， 65年には「庶民を苦し

めなl> J ように建設の速度を緩和することを主張

している。この発言ーから見る限り，毛沢東の戦争

に対する危機感はこの間にやや緩和したようだ。

もともと，インフラや素材産業の建設までをも含

む三線建設がそう短期間に完了するはずはないの

であり，三線建設は当初から緊急、の危機対策とし

てはあまりにも規模が大きすぎるという矛盾を抱

えていたのであるが，結局，緊急性を犠牲にして

もとにかく資源開発・インフラから軍事工業にい

たる大規模な産業体系を作り仁げるという方向が

ヮた戦略後!Jに築き｜：げることが目標とされた。 選択3れた。

具体的には1970年までに造船を除く他の軍事工業 こうして毛沢東の指示により 3 5計画の計画

0）生産能力0）約半分は三線地域に配置し，また，

3一5計画中もしくはそのやや後までのうちに三

綿地域を併産業をほぼ取り揃えた新しい工業基地

にすることを目標としている。 5年聞の基本建設

投資規模は900億元に抑え，主要生産指標もこれ

に内わせて任縮された。この後，周恩、4去の指示で

国家計委は投資規模を850億元に圧縮したのち，

りJJに3 らJ十画の策定状況ω縦白書イとまとめ，

中共中央と毛沢東に提出した。その要点、は上記の

構想、とほぼ同じで，基本建設投資は850億元とし，

うち360{0:；厄そ三線住日告に振り，，，］けることとした lコ

書のl：での投資額は縮小されたものの，この時J,'.i_

ですでに多くの三線建設プロジェクトがスタート

しており句それぞれが投資資金を要求したため，

投資制は計画指標を越えてなし崩し(JZJに拡大して

しぺ結果となった。実際， 1966年の予算内基本建

設投資は年度計画では155憶7000万元とされたが，

年度途中で三線建設のための追加投資などで171

億700()Jj元に計闘が変更され，結局実績では子持

内でl州f:fl:3000：万7じ，予算外投資も合めると209億

元もの投資が行なわれた（第 1表）。もし文革が

発生せず，三線建設が順調に続けられていたら，
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（出所） 富家統計局毘定資産投資統計可編『中国間定資産投資統計資料 1950-1985』北京

u-n ll 西南，西北，中南の11省，自治区の合計っ本文第II節（i主22）参照。
2) 比率は「全国J から「不分地区」（地域を特定できない投資）を51t，たものに対する比率を計算した。
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3 5計画期間中の投資額は計画目標を大幅に上

回ってしまったことだろう。

また，毛沢東は工場立地ω分散に反対している
が，すでにこの時点で多くのプロジェクトが工場

を分散するとし寸方針に従って立地を決定し，す

でに着工していたものも少なくない。この後，工

場の立地が再度集中の｝J[(1jで変更されたという記

録はなく， Eのこうした発言は雫振りに終わった

ようである。

このように三線建設の開始以降，投資の規模や

内容が計画ゃ毛沢東の意向などお構いなしに広が

っていったが，それというのも，大躍進期以降投

資の割当をカットされていた国務院の重工業関連

各部が三線建設の呼びかけを投資拡大のチャンス

と捉え，大プロジェクトを次々と日程にのせ，し

かも工場立地の分散を行なって投資規模を膨らま

せていったからであろう。写室校｛E,i酉泉の両製鉄

所， f炎民鉄道．第ご重型機器廠，東方電機廠など

のように，三線建設の大型プロジェクトのうち，

大躍進期にいったん着工ないし社画され，その後

建設が中止されていたもωが少なくなしミ。三線建

設はこうしたプロジェク卜を復活する大義名分を

りえたわけである。大雌進ω失敗を繰り返さない

ように，毛沢東は投資ω抑制を指令し，西南建設

委員会も各部から上がってくるプロジェクトの着

1；を時間をおいて認可するようにした（iiJ9）のだが，

それでも投資額が年度計画を大幅に上回ってしま

ったのは，各部の要求がそれだけ強烈だったとい

うことだろうり

トl) 文化大革命の：；｝~特

じ沢東が呼びかけた－；：＿綿建設は，同じく毛沢東

の発動した文化大革命によってその実施を許しく

阻害されたζ 第l表にみるように， 1965,66年は

三線建設が開柏されたことにより，投資額は急増

し，三線地域への投資比率も急上昇を示している。

だが， 1966年後半から文革の「奪権」闘争や「武

闘」が激しくなり，国家計委が67年に一時機能を

停止したり，西南建設委員会が事実上崩壊するな

どしたため， 67年には基本建設投資は計画の64.5

ぶしか実施されなかった。そのうえ，建設が行な

われたものでも中断されたものが多く，同定資産

交付使用不（その年に新しく哨加した｜制定資席ω，

その年ω基本建設投資額にあIする比率）もら0.6ぶと

いう低い値に却まった。さらに翌1968年は年度計

l両もない状態で，国家計委は！軍事代表が派遣され

てかろうじて維持されていたが，基本建設投資の

実績はl,ij年SHに凶家計委がなてた大まかなJj・両

の61.3ぶに留まり，固定資比交付使用不も45.9じ

まで落ちた (iic201。この間，三線地域への投資額も

1967, (:i8'rf.と急減しており， (:i8'rf'.には有線地域へ

の投資比率さえ下がっている。

文革の期間中，中共中央と国務院は，凶防上重

要な意味をもっ三線建設を文革ω影響から隔離し

ようとした。 1967年には文革の影響で不足した建

設資材を確保するために，穀物ω輸入を減らして

鋼材などを輸入する措置がとられ，また，重要な

軍事 l：業プロジェクトの現場では武闘心：どをfiij:

わないよう毛沢東，周恩米や’がのrn導ftーたちが再
三指示を出した。それでも，怯兵器関連を合め軍

事工業プロジェクトにおいても「造反」や式闘は

発生したのであり，建設が停止したプロジェクト

も多かったmm。現場での混乱がない場合て、も，

文恨のなかでJ十画経済のqi十，正機構が麻燐し，建設

町村ω生産：が停滞し，前述したような特別の流通
システムも機能が滞るようになるなかでは，いず

れにしても建設の停滞は免れ得なかった。

ただ注意すべきは，「造反」を煽った文前派と

いえども， 主観的には三線建設を大いに推進する
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3. 全体像在場であり，文革によって三線建設が恵影響を受

けるという事態は，誰も望んでいなかったことで

あるョだが，三線建設だけを安全地帯におくよう

に事態をコントロールすることは毛沢東を含め誰

にもできなかったということだろう。

次に本項では，三線建設の全体像を明らかにす

るために，「三線」の定義について，投資の全体

規模と内訳について，主要プロジェクトの分布と

相L，：の関係について述べてLミく。

第 1図 L線建設の主要プロジェクト分布図

うそ ik鉱 ... 製鉄所 ＋ 機械l業 (1;：航空機工業

＠ 天然心ス川 仲＋＋鉄.iu （主 .il!i・1;nt部L業 併＋主l業

マ JI＇鉄金悩 ＝＝既{iU）鉄治 必J 込町）Jf;i fい発電所

I；長似力lll ∞屯fL業 Ciノl ミサイYい ¥Jケヅ卜，
’i :°f(j開発関連上業

(tfl所） 第3:N. a～dとfnlじの
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(1）「三線J の定義 長城以南，詔関以北，京広鉄道以西，甘粛烏鞘嶺

「三線」という概念が具体的にどこを指すかに

ついては資料によって必ずしも一致していないが，

一ー般には，四川，貴外｜，雲南，陳凶，甘粛，青海，寧

；援の7省・自治区の全域，もしくは大部分，および

山西，河南，湖北，湖南の4省、の西部地域を指すと

される場合が多く（注22），プロジェクトの立地状況

などをみても（第1図入これがもっとも妥当な定

義だと思われる。なお，「一線j とは沿海地域と国

境地域，「二線」とは一線と三線の間であるとされ

る。第4次5カ年計画（1971～75年。以下4・ ・・5計画

と略す）期に入ると「三線」の範囲はやや拡大され，

1971年の国家計委の説明では，上記の11省・自治

監に広東省北部，広岡向治区西北部，河北省西部

が加わり，寧夏自治区が抜けている。「三線とは

以東の広大な内地である」（注23）という言い方もこの

4 5計画期の定義に沿ったものであろう。もっ

とも1972年以降，二ミ線建設として新規に着工され

たプロジェクトは符無であり，拡大された範囲で

三線建設が行なわれることはなかったのであるが。

また，毛沢東の発弓ではー， 二線の各省におけ

る後方基地建設の必要性も訴えられているが，こ

れは「小三線建設」と呼ばれ，中央の進めた三線

佳設と十lJ前後して待省によって行なわれた。これ

は各省内もしくは自省近辺の山間部において実施

された。なお， iベ別のために中央の待部門が進め

た三線建設を「大三線建設」と呼ぶこともある。

(2) 投資の全体制模

次に三線建設の全体規模を確認しよう。第2－｝三一

第2表 三線地域（ll1今， i’j治以）への基本位投投資とそω内,R(1965～75年ω合計傾）

投資額「｜ 比率（%）

.~_:,t A--r~」 女、・t C 

全［E] 2, 919.6* 

ι線 11省・ I'!i'f1 k介，；l(A) l.269.G7* j 

う ち子持内投資(B) 1,119.l* 88 

工業投資（C) 767. 6* 60 

交通・運輸・ jJJlfr] 254 20＊前後

鉄道連投 l 78U L 14 

軍事工業・軍事R& D 208 16 18.6* 27 

素材産業 （金建凶築材・化料学）・ 260勺'JL 20以上 34以｜

金属工業 169 1:3 22＊前後

製鉄業 84以｜： 7以t 11以上

化学 l：業 70.8 6 9 

エネルギー産業 210* 17 I 28* 1ifi後

機械工業 74.5* 6 I 9. 1* 
一一

(:!¥ 1fr) 彰敏紛ir当代1J1jfii的基本H!,ill: I：』.！ti;( 1N司社会科学出版社 1989'.f 163～179 
ページより作成。

(i主） ＊のついた数字はLJ己資料にあったもω。ムはlニロ己資料にあった日lj（））数ナ：からmHし
たもの。そ（））他の数字は＊と ω数字から鉱山したもωであるJ はmilしでも無意味
なものであるロ
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に示したように，三線地域の11省・自治区に対し

て1965～75年の11年間に合計1269億6700万元の基

本建設投資が行なわれたが，これは同じ期聞の全

l玉｜の投資額の4：~.5ぶを占めている。本節の（注22)

で述べたように，この数字には三線建設と関係な

しhプロシェクトも含まれているが，三線建設に投

じられた資金がこれに近いものであったことは確

実である。 三線建設によって合計で2000余りの大

裂・中塑企業と研究機関が建設され， 45の生産・

研究基地，；30余りの新興工業都市が誕生した(ii,2』）。

分野別の内訳をみると，交通・運輸・通信，策

事工業，素材産業，エネルギー産業がそれぞれ200

伯、元以上て」おのお（））20ぶ前後令市めている。三

線建設が行なわれた分野は，石炭，電力，天然ガ

スなどエネルギーに始まって，鉄鋼，非鉄金属な

どの素材産業，さらにそれを加工した特殊鋼，さ

らに工業用設備などの機械産業，化学工業，そし

て，！当時の中国ω最先端技術を折！う軍事工業，同l

ち核兵器，航空機，軍！日車両，通常兵器，船舶，ミ

サイル・ロケヅ卜やそれに装備する電子製品にま

で占えんでいる（第3/.<. a～d参照）。つまり， －：.

線地域の天然資源を各種軍用品の形にするまでの

産業体系に含まれるあらゆる産業が対象となった

のである ο これにより，一線，二線の工業が完全

に破壊されても，三線地域だけで長期にわたって

市附品を供給し続け，戦争を紺i航してしぺ能力を

形成することを目指していた。近年の中国の軍事

開通の文献では，三線基地は I［主l家戦略後方」と

呼ばれ，これは戦時においてすべての前線を背後

から支暖できる出家全体の兵姑基地として長期戦

を戦うよりどころとなるもの，とされている川町。

事趣味深いことに，三線建設は本質的に軍需指向的

心：ブυロジェクトでありながら，明事工業・軍事R

&Dへの投資額は全体u>2 ;wにも満たないことで
72 

ある。これは，それまでインフラも整備されてお

らず，工業基盤も非常に弱い三線地域に，資源開

発から箪事産業に至るまでの産業体系をすべて築

き上げようとしたからで、ある。

三線連設は工場の新規建設とあわせ，沿海・東

北地域の工場の移転によって相当程度ω生産力の

形成が行なわれたところに特徴がある。 1964年か

ら71年初めの間に合計で約380の移転プロジェク

トがあり， 14万人の職員・労働者， 3万8000台の

設備が移転されたとし寸。とりわけ，機械工業，

軍事仁業において多数の移転が実施された。機械

1；業（））系統では1965～75年ω期間に 4 線から三線

へ241/J）工場，研究所，設計院の全部または一部

が移転され， 6万人以上の労働者， 1万8000台の

設備が移転した。また，移転元は当然のことなが

ら仁海市，遼寧省、など工業の発達した地域が多く，

特に上海市では1964～73年の期間に移転プロシェ

ク卜が：104あり，動員された1；場は41l，移転した

職員・労働者数は9万2000人に達した（（凶i）。

(3) j三要プロシェクトとその地域分布

一三線建設の主要プロジェクトの概要は第3表－

a～dに，地域分布は第1図に，また， 1963年か

ら76年までの各年度における三線の各省・自治区

への基本建設投資額と，その全国に占める割合を

描l表に示した。ここで、は，三線建設の第1のピ

ークである1965～66年に着工されたプロジェクト

の内訳と地域分布について，その相互関連に着目

しながらみてみよう。この時期に投資制が急速に

増えたのは四川省，貴州、｜省，雲南省であり，重点

地域は西南地域であったことがわかる。

西南3省、における最大のプロジェクトは翠枝花

鉄鋼基地であろう。 1965年時点の西南3省、の粗鋼

生産鐙は60万トンであったが，挙枝花は設計規模で

粗鋼150/j～であり，まさに回出地域の工業の大黒
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第 3表 三線建設ω主要プロシェクト
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湖北符表明崩説守主軸防袋

二一
（注） プロシ； _r＿クトの名称については，着一工当時の名称がわかっているものは，ぞれを併記しであるが，多

くは現在の名称しかわからないο また，軍事工業の場合．現在の名称もわからないものもあるが，ぞれら

については仮の名称をつけてある。

（出所） 楊超編r当代中国的四川 上」北京 中国社会科学出版社 1990年／高宇天編『当代四川基本建設』
成都 四川省社会科学院:I＼版社 1987年／劉消泉・高乎天編「四川省経済地理」成都 四川科学技術出版
社 1985年／四川経済年鑑編輯委員会編『阿川経済年鑑 1987」成都 四川省社会科学院出版社 1988 
年／中共四川省委研究室編『四川省情」成都 四川人民出版社 1984年／越附章・張宝通編『侠西経済発
展戦略綜論」尚安 ベ秦出版社 1988年／1宮沢ほか編『、＇'i代中国的限西 i：」北京 中同社会科学出版社
1991年／陳凶省統計局編『侠西凹十年 1949 1989』上海 中国統日十出版社 1989年／何仁仲編「苅代中
国的貴州」上・下北京 中国社会科学出版社 1989年／王培志ほか編「貴州経済社会発展概要』北京
中国計画出版社 1989年／＜貴州省情＞編輯委員会編「貴州、｜省情』貴陽 貴州人民出版社 1986年／呉忠
仁責任編集『中国電子工業地区概覧（貴州巻）」北京 屯子工業出版社 1988fl／＜当代湖北工業＞編輯委
員会編「汁代湖北工業部門巻企業巻』北京経済ll報出版社 1988年／劉正編「当代中国的湖南上』
北京 中国社会科学出版社 1990年／冶金工業部＜中国鋼鉄工業年鑑＞編輯委員会『1986年中国鋼鉄工業
年獲』北京 冶金工業出版社 1986年／同89年版／段子俊編『当代中国的航空工業』北京 中国社会科学
出版社 1988年／劉貧ほか編『斗代中国的電I工業」北以 中国社会科学出版社 1986年／＜当代中国＞
滋詩編輯郎総「当代中凶的煤炭I；業』北京 中国社会科学出版社 1988年／劉学新編『，11代中国的有色金
属工業」北京 中国社会科学出版社 1990年／景暁村編『当代中国的機械工業」上・下北京 中国社会
科学出版社 1990年／中国企業概況編輯委員会編『中国企業概況」各巻 北京 企業管理出版社 1988
1下／劉国光・林宗栄制『I↑I国経済校術協作子IHLn第1巻北京経済科学II¥版社 1987if－より作成。
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柱となることが期待されていた。大製鉄所ω場所
として翠校花が選ばれたのは，ここがチタン・パ

ナジウム磁鉄鉱を豊富に1干し，付近の渡r1には千i

炭もあること，間りを山lこ囲まれた天然の要塞を

なしていることによる。成昆鉄道は察校花鉄鋼基

地への輸送路を確保するために，また貴州、｜省の六

盤水炭鉱はその行炭需要に応えるために連設され

たものである。さらに，六盤水にはそド城鋼鉄廠が

建設3れたが，これは六盤水から禁枝花ヘイi炭を

運んだ貨車が士吉で戻って来るのは無駄なωで，等書

校花から鉄拡石を積んで来て六盤；｝（でも製鉄を行

なえばよい，という発想であった。繁枝花の建設

には多大な資金と人力が注がれ，その結果．第3

表 aにみるように司 ・応当初o>I l標を達成したc

だが，他方で鉄拡石の質の問題から年50万～6()}j

んの鉄鉱石を他地域より運び込まなくてはならず，

また，狭小な土地に立地しているので工場・病舎

の拡張が困難で，環境汚染も起きている。挙枝花

に立地することに経済合理性があったかどうかは

疑わしい悦却。

間川省におけるもうひとつの重要プロジ工クト

は長燈付近の通常兵器生産基地，および待柑新用

船舶の生産基地であろう。これらと関連して重慶

鋼鉄公司， ・4£腿特殊鋼縦の拡張がfjなわれ，きら

に関連する化学工業（長光化I：廠など），機械工業，

また松藻， If¥字予山の両炭鉱，発屯所0）建設も行な

われた。このように，全般的に一I：場在地が分散し

ている三線地域のなかで，重慶では関連0）深い産

業が比較的集附しているといえるりもっとも，こ

この軍事工業の2慕地は，「山あいに設置し，分散

し，｜泊ぺいする l「小さくかっ分散している I（小

市i分）という原則に従って相当広範阿にl：均が配

置されている川乱。

I'刊川省では‘このほか成都付近にもブロシェク

卜が集まっている。徳陽の東方電機廠，東方汽輪

機廠， FlE賓の東方鍋炉ー廠は，徳｜場の第：重型機器

廠とともに発電設備の一大生産センターを形成し

ているが，各I：場聞が離れているため生産に不便

をもたらしているという。広元には軍用屯子工業

基地があり，また成都には「大躍進」期に建設さ

れた軍用機I：場がある。江油の長城鋼廠は航空機

工業および通常兵器工業に特殊鋼などを提供する

ことをH的としている。

民州省、は航空機， ＇4lf. ミサイル・ロケッ卜の

3大軍事工業基地と六盤水炭鉱の他，貴陽近辺の

アルミ工場と精密機械工業が主なプロジェクトで

あった。 l:'ll場ではアルミ・インゴットを生産し，

町州省両部ω航空機i：業はアルミ部品のユーザー

であるが，アルミ塊を航空機肘部品に加工する凶

I有アルミ加］：廠は重慶付近に隠ぺいされて立地し

ているωで，員陽で生産されたアルミ塊はいった

ん重慶まで運ばれて部品に加工されたあと，また

｜司じコースを戻って貴州省阿部まで運ばれるとい

った無駄な運輸行程が必要となっている。

雲南省につUては，成昆鉄道，貴昆鉄道と炭鉱，

リン鉱山以外には特に目立ったプロジェクトはな

かったようである。

また，第1表にみるように三線建設ω第1段附

においては丙北の陳両省，甘粛省，寧夏自治区へ

ω投資比率も増加している。

甘粛省では酒泉鉄鋼基地が前大のプロジェクト

である。酒泉は着工当時には西北4省、・自治区の

l：業を支える大黒柱として祭枝花に匹敵するほど

の重要度が与えられていたωだが，その後，鉄鉱

イi0）採掘現地がI古地にあるといった問題のために

開発がはかどらず， 1980年代に長るまで製鋼， 1£

延工程が完成しなかった。現在，一応西北地方最

人4の－rt製鉄所ではあるが，生産効率は中国の瓜
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点製鉄所のうちでは最低の部頼に属する。甘粛千？

にはこの他天水に沿海・東北からのl：場移転によ

って大型工作機械，計探類，ベアリング等，また

蘭州には計掠~［，ベアリングなど機械工業のセン

ターが形成された。また，銅，鉛，アルミ鉱を産

するのでーアルミ，アルミ材， ft＊材などの工場

ヵハ）：:t也した（第3友人

陳両省ではこの時期に電子工業基地の他，省qi

部の漢中，’主鶏0）一帯に精密工作機械と治HO）生

産センターが建設された。寧夏臼治区においては

銀川近辺にi：作機械工業が立地した他， i内泉鉄鋼

墓地のコークス需要に応えるためにー 'fl蘭山炭鉱

の拡張が1J'なわれた。また， Iお陽，青品から銀川

ゴム廠に設備を移転して，航常機，自動車のタイ

ヤω牛．産を行なっている1H,:m。

(4) 立地の問題点

三棟建設プロジェク卜ωな地に｜期しては次のr:u
題点を指摘できる。第lに，な地選択のI二で， I卒

業問の連関への配慮、に欠けている場合が多く，十ti

関連する工業基地が遠くはなれて立地しているケ

ースが少なくないc そのために重侮投資や余計な

運輸コストをt{{しhている。たとえば，軍需電子T

業基地と他の軍事工業基地とが離れているために，

後行で電子装備などを生成しだず鼻方，前者では

設備稼働率の低下に悩むといったことが起きてい

るけ第2に，軍事上業プロジェク卜では，生産0)

各1：程を担う工場が交通の不便な山間地に広い範

囲に分散して iOl!lしているため，生産の1I：常な；ffi

ii，従業員の生活に著しい困難がもたらされてい

る。

こうした在地が行なわれたのは，第 lに，：：：線

建設の立地原則自体に問題があったからであるつ

三線建設ωι地即日ljとは，「大分散，小集qiJ，す
なわちそれぞれの生産基地を構成する各工場は集

78 

中してit：地するが，各生産基地は広い地域に分散

するようにするーというものであり，さらに軍事

E業プロジェクトについては「小集中」も行なわ

ず，「!IJあいに設置し，分散し，隠ぺいし」，さら

にー部の工場は洞窟に隠さなくてはならないとさ

れていたIii:10）。

第2に，すでに指摘したことだが，グランドデ

ザインがはっきりしないまま，国務院各部がばら

ばらに工場立地を決めたことにも問題があった。

とりわけ，機械工業，金同工業の分野では，他の

プロシェクトとの関連を考えて工場の立地を決め

ることよりも，経済調整期に中止されていたプロ

ジェクトを復活させたい，という白部門の都合が

重視されていたように思われる。

第3にー製鉄‘ Jド鉄金胤工業の分野で鉱石の産

地に立地するという発想、から抜け出せなかったこ

とも立地の選択肱を狭めていたように思われる。

4. 小三線建設

前述のように「大三線」は中IE］の軍事用語では

「［nJ家戦略後方」にちたるのに対し，ここで述べ

る l小三線」は「戦略｜ベ後方」という概念に相当

する。「戦略区後方」とは，前線・国境に近い位

置にあって，そこでの戦闘にすぐに必要で、消耗量

も多い軒兵器を供給する基地とされている liUIJ。

「小三線建設」は， 1964年5月に毛沢東がこれを

初めて提起したときには．一，三線地域てソj、引箪

事I；業を建設することを意味し， 仁記の「戦略区

後方」の構想と1,,Jじであった。だが， Jr1J年8Jj 0) 

中央書記処会議の際は，毛沢東は「各省」が自ら

ω戦略後方を建：没しなければならないと主張して
おり，さらに1965年9月になると毛沢東は「待省、

にひとつ小製鉄所を建設することが望ましい。サ、

て：綿は製鉄所がなければだめだ lliic mと主張した。

この指令に従って国家計委は1966年6月に， 3
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5計画期間中に101の小製鉄所を建設するという

計l前iを立てた。この小製鉄所は各省の軍事工業を

支えるだけでなし 1966年頃から提日目され始めた

農業の機械化を支援するための地方「5小」工業

（製鉄所，炭鉱．発電所，機械工場，化学肥料1：場）

の一環をなすものという位置つ！？もされていた。

つまり，小一ミ線建設は前線となる地域でω小塑軍

事工業建設，という構想から，各省、で自己完結し

た産業構造を形成するというものへとその内寄が

変わっていったc こうした構想は，戦争になった

際』こ地方は中央に頼らず自力更生で戦えるよう準

備すべきだという，［；沢東や林！彪の考えJjを反映

しているじはl¥

小三線建設の計画は1965年に立てられたが，そ

れは67年までの3年間に700余りのプロダェクト

を完成させるというもので，投資額の30ぷは軍事

工業であり，他に鉄鋼，機械，イi／.ん電力，交通

といった分野のプロジェクトを含んでいたc この

td"両は，文革ω影響で1967年末の時点でも70おし
か完成せず，結局，プロジェクトの完成は69年以

棒までずれ込んだ。 1980年の時点で，小之線建設

によって完成した通常兵器のl：助は全部で268あ

り，従業員は全部で28万人，累計投資額は32億元

であった川.：！II。なお，小三線建（＆が実際にflこなわ

れたのは結局一線地域の省が中心であり，中国の

心臓部である華北と華東においては，それぞれ

「華北小三綿」（山丙行），「華！東小三線」（ii；州省）

というものも建設された。

ここで「小三線建設 lの一例として上海市の例

をみてみよう。上海市が関わった小三線建設とし

ては「華東小三線」と「上海後｝j以地」 0)2つが

ある。前者は，中央からの指示により， l：両市が

江丙省：こ19の軍事i；業プロジェクトを建設したも

ので、ある。かたや「｜：樹後方基地」のjjは安徽省

f-?1部等に建設されたが，当初の構想では上海市の

研究所の分所を12カ所つくって研究者を一部疎開

させ，もし戦争によって上海が壊滅することにな

っても上海の「頭脳」は保存できるようにすると

いうものであった。だが， 1967年以降， 上海の実

権を揖った文革派により，この基地は軍事工業を

中心としたものへと変更された。この基地は，安

徽省と漸江省にまたがる16の県・市に広がってお

り， 1977年までに83の企業・機関が建設され，そ

れまでの累計投資額は5億元以上というかなり規

模の大きなものである lit:l:'i)0 この基地の企業の所

{t：地は安徽省と漸江省だが，行政上は1980年代に

いたるまで上海市政府の管轄下に置かれていたた

め，この基地の工喝では，原材料をすべて上海か

ら運び込み，製品もすべて上海へ運びだすといっ

たことがれこなわれていた lir:1610
（続く）

(ii 1) ＜、＇i代中凶的計画］工作＞弁公室編『中華人民

共j;[JI司国民経済平日社会発展計画大事輯要1949-1985」北

点制/i1l出版社 1987年 216～217ペーシ／楊超編『当

代中LW＇ドJ(/4川 f・.J 北京中［Iii 干 l： ~f：ド＇｝＇.： /jJ版社 19901.r

B4へ－~

(iJ今 2) 高宇天編情、計代四川基本建設』成都 l司川？？

社会科下院出版社 1987年 16:l～164ページυ

( it :l) MacFarquar, R.; J. K. Fairbank編， The

Cam hrid!{e His toη＇ of Chinα，Vol. 14. The Peaρle 's 

Republic !'art 1 1919 I貸主ヲ，ケンフリッシ， Cambridge

University Press, 1987年， 386ペーシ二

(i主4) ＜当代中凶的計画工作＞弁公室編 前掲書

217ヘーシ／房維中編『rtr華人民共和l国経済火事長己（19,t9

1980年）』」tボ 中国社会科学出版社 1984年：｛82ベー

ンっ

(i主5) 1,f維中制 lriJL；ヰ :mページ
(iJ: 6 ) 楊超特昔 前掲書 l:l5べ－~。

( i主7J lci].L書 144ベーシ。

( I主8) lw］上書 138べ－~·，.

Ci主9) 尚北地Jiにおいても．中共同」t/,Jのもとに

「内-ftl,J三線建設委ti会」が1966年Iトjに成立している。

、＇i時西北九j委tiであった宋平（前中共中央政治局常務委

rnもこω委t1会ω委員となっていたコく‘引に中凶がJ,if
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l商工iL＞弁公烹縦 liiH品市 2°12～2，日へージコ
(iUUl 必敏縦白/j射冷 I- 158べーシι

(ii 11 l 川A；和制『寸if＼：中川的経済／,t,;;j;1Jt攻市』」t);t
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